
日本と台湾の絆を象徴する李登輝前台湾総統の名前を冠した日本李登輝友の会は
これまで続いてきた豊かな民間交流を先細りさせないため

文化交流を主とした新しい日台関係を築き
日本と台湾の共栄をめざしています。

【
巻
頭
言
】
李
登
輝
前
総
統
の
真
意
と
は
何
か
●
林
建
良 

─
─
─ 

表
紙
2

台
湾
と
私
⒃　

中
共
研
究
か
ら
台
湾
研
究
へ
●
伊
原
吉
之
助 

─
─
─ 

2

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
価
値
観
を
共
有
す
る
日
本
と
台
湾
●
中
川
昭
一 

─
─
─ 

4

台
南
県
議
会
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
●
宮
元　

陸 

─
─
─ 

10

日
台
交
流
を
促
進
す
る
姉
妹
都
市
提
携
●
柚
原
正
敬 

─
─
─ 

12

中
国
捏
造
史
観
を
否
定
し
た
台
湾
の
文
科
省
●
永
山
英
樹 

─
─
─ 

14

台
湾
版
新
幹
線
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
●
片
木
裕
一 

─
─
─ 

16

今
年
も
台
湾
に
河
津
桜
の
苗
木
千
本
を
寄
贈
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

18

間
違
い
だ
ら
け
の
台
湾
認
識
⑹　

台
湾
、「
中
華
民
国
」、
台
中
関
係
●
多
田　

恵 

─
─
─ 

21 

日
台
共
栄
前
史
（
最
終
回
）　

軍
人
・
樺
山
資
紀
の
台
湾
探
検
●
黄　

文
雄 

─
─
─ 

22

Ｚ
旗
を
先
頭
に
日
台
共
闘
・
台
湾
防
衛
デ
モ
●
台
湾
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局 

─
─
─ 

26

米
中
の
台
湾
政
策
を
テ
ー
マ
に
田
久
保
・
平
松
両
氏
が
熱
弁
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

27

会
場
が
狭
い
！
熱
気
充
満
！
「
平
成
十
八
年 

日
台
共
栄
の
夕
べ
」
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

28

「
外
登
証
と
台
湾
表
記
に
関
す
る
政
府
へ
の
要
望
決
議
」と「
日
台
共
栄
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果 

─
─
30

支
部
だ
よ
り　

青
森　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会
と
新
年
会
●
出
町
淑
貴 

─
─
─ 

32

支
部
だ
よ
り　

山
梨　

第
三
回
総
会
と
林
建
良
常
務
理
事
の
記
念
講
演
●
宮
沢
芳
蔵 

─
─
─ 

33

支
部
だ
よ
り　

千
葉　

第
一
回
台
湾
問
題
研
究
会
を
開
催
●
金
光
俊
典 

─
─
─ 

34

支
部
だ
よ
り　

福
岡　

設
立
三
周
年
─
四
月
に
金
美
齢
氏
講
演
会
●
永
嶋
直
之 

─
─
─ 

35

日
台
交
流
日
録
⒂ 

─
─
─ 

36

事
務
局
だ
よ
り
・
編
集
後
記 

─
─
─ 

40

日
台
共
栄
写
真
館　

２
月
８
日
～
11
日　

盛
大
に
桜
植
樹
式
と
記
念
碑
除
幕
式 

─
─
─ 

表
紙
3

第
三
回
台
湾
建
国
烈
士 

鄭
南
榕
先
生
を
偲
ぶ
会
・
第
五
回
総
会
の
ご
案
内 

─
─
─ 

表
紙
4

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
!!　

綴
込
み 

─
─
─ 

1　

年
会
費
継
続
の
ご
案
内 

─
─
─ 

綴
込
み
2

会
費
（
新
規
・
継
続
）
郵
便
払
込
取
扱
票　

綴
込
み 

─
─
─ 
3
・
4

日本李登輝友の会機関誌

日台共栄 第16号

通巻16号（平成19年３月）

日本李登輝友の会日本李登輝友の会


